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識」を探ることにある o 社会意識とは， Iある社会集団の成員に共有されている意識(心性)J であり， I さまざまな
階級，階層，民族，世代，職業，その他の社会集団が，それぞれの客観的な存在諸条件に規定されつつ形成し，それ
ぞれの存在諸条件を維持し，あるいは変革するような力として作用するものとしての，精神的(主観的)諸過程，諸





調査は， 1994年 3 月 --4 月にロシア北西部のベテルブルグ市と極東のウラジオストック市において実施した。 18歳
以上の男女1500人を対象に，副次抽出法で， 71項目の総合調査票による配票調査法である o 質問項目は，経済，政治，
社会，文化諸現象，イデオロギ一等に関するものである。また，同様の方法で，対称概念の二者択一などを中心とす
る補充調査を， 1994年 7 月 --8 月にペテルブルグ市で実施した(一部の項目について， 日口で共通・同時調査，男女

















































第 3 章 文献に見るロシア人の国民性と調査結果
ここでは，文献に見られるロシア人の国民性を抽出し，筆者が行なった調査結果との関係について考察を試みた。




















































国際的にも最初の試みとして評価できる O また 1993年12月にロシアの新憲法が国民投票によって採択され，新しい原
理にもとづく議会選挙が実施されたが，本調査はその直後のロシアの国家体制が一応確立されたと考えられる時期に
実施されており，調査時期の選択においても非常に貴重なデータを提供したことになるD この点においても大きな功
績であろう。
さて，本論文は第 2 章で経済問題，政治問題，社会問題，宗教と文化，アイデンティティーに関する社会意識の調
査結果の分析を行なっている。その結果，筆者は移行期の特徴として具体的な数値にもとづき次のような相反する価
値観が共在していることを明らかにしている。まず経済問題では，人々が経済システムとして市場経済を選択し，失
業を是認する方向に進んでいる一方で，社会保障制度に対しては強い愛着をいだいていること。政治問題では，共産
主義の再生には反対するが，この時点でソ連邦の崩壊に64%が否定的であり，また大ロシア主義と諸民族共生を求め
るユーラシア共同体型がせめぎあっていること。社会問題ではペレストロイカの評価で世代間の差が大きいこと。宗
教問題では宗教に親近感を持つ人たちが宗教復活に力をかした改革派に冷淡で，むしろ保守派と呼ばれる旧勢力に政
治的には近いこと。またロシアへの帰属意識を強く感じる市民が予想に反して少ないことなどが指摘されているo
一般論としていえば， このような意識のねじれ現象は移行期の社会では大なり小なり見られるものであるが，本論
文の特徴は，これらの社会意識の内でロシア的特徴といえるものがどの程度関係しているかを第 3 章で検討している
ことである。すなわち， これまでロシア人の「国民性」といわれているが，科学的に検証することが困難な膨大な諸
説をデータベース化し，今回の調査による社会意識と「国民性」の関連性を数値的に検討している。
そのなかでも，一般にロシア人の国民性と信じられている「民族的自負心」や「権威主義的体質」と現在の社会意
識の間の関連性が小さいという指摘は貴重である。
もちろん本論文には，いくつかの問題が残されている。調査データが継続的なものではないため過去との比較が不
十分であること，また社会意識と国民性との関係についての理論的な枠組みの検討が十分なされているとはいえず，
その関係が明解であるとはいえないことなどである。
しかし，全体としていえば，本論文はこれまで部分的にしか行なわれてこなかった体制移行期のロシア人の社会意
識を，これまでのロシア人論を視野におきつつ実証的に明らかにすることに成功しており，今後のロシア社会の研究
の基礎となるすぐれた研究であることは疑いない。審査委員会は本論文が学位請求論文として充分価値のあるものと
認定するものである。
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